
件は、自らの闘いで守り抜こう
は
じ
め
に

２
０
０
６
年
度
賃
金
確
定
を
め
ぐ
る
闘
い
は
、
地
公
労
法
適
用

組
合
で
あ
る
わ
が
組
合
に
と
り
、
身
分
切
替
後
、
初
の
取
組
み
と

し
て
展
開
さ
れ
た
。

公
務
員
賃
金
制
度
の
抜
本
的
改
悪
を
意
図
す
る
特
別
区
長
会
は
、

現
業
賃
金
改
悪
に
む
け
た
強
い
問
題
意
識
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、

従
来
か
ら
の
「
能
力
・
成
績
主
義
」
を
よ
り
一
層
推
進
す
べ
く
、

「
職
務
段
階
別
加
算
」
の
見
直
し
や
「
調
整
額
導
入
」
に
よ
る
退

職
手
当
改
悪
等
を
行
っ
た
。

わ
が
組
合
は
、「
自
前
の
賃
金
闘
争
」
と
の
認
識
の
下
、
地
連

別
総
決
起
集
会
や
各
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
区
長
へ
の
要
請
を
は
じ
め
、

区
長
会
会
長
区
で
あ
る
大
田
区
に
お
い
て
区
長
要
請
な
ら
び
に
総

決
起
集
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
要
求
実
現
に
む
け
全
力
で
取
組
ん

だ
。一

連
の
行
動
を
背
景
に
、
専
門
委
員
会
交
渉
・
小
委
員
会
交
渉

・
団
体
交
渉
等
、
労
使
交
渉
が
も
た
れ
、
区
長
会
に
対
し
提
案
の

不
当
性
を
追
及
し
そ
の
撤
回
を
求
め
る
と
と
も
に
、「
業
務
職
給

料
表
」
の
早
期
提
示
、
諸
要
求
の
実
現
を
求
め
て
き
た
。
と
り
わ

け
、
退
職
手
当
に
関
わ
る
「
調
整
額
」
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る

ポ
イ
ン
ト
付
与
期
間
と
現
行
の
現
業
人
事
制
度
と
の
「
制
度
欠
陥
」

を
指
摘
し
、
区
長
会
は
最
終
団
交
の
席
上
、「
今
後
、
人
事
制
度

全
体
の
協
議
の
中
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
回
答
せ
ざ
る
を

え
な
く
な
っ
た
。

２
０
０
７
年
度
賃
金
確
定
を
め
ぐ
る
闘
い
は
、
１０
月
１６
日
の
特

別
区
人
事
委
員
会
勧
告
を
受
け
、
労
使
の
攻
防
が
本
格
的
に
展
開

さ
れ
る
。
同
時
に
、
事
業
執
行
に
関
わ
る
「
協
議
・
調
整
」
、
統

括
技
能
長
・
技
能
長
の
２３
区
統
一
選
考
、
清
掃
工
場
運
営
に
関
わ

る
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
等
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
も
全
力
で
取
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
自
ら
の
労
働
条
件
は
自
ら
の

闘
い
で
守
り
抜
く
」
と
の
気
構
え
の
も
と
、
迫
力
あ
る
大
衆
行
動

の
展
開
と
団
体
交
渉
等
を
積
み
重
ね
、
不
当
か
つ
理
不
尽
な
区
長

会
提
案
を
は
ね
か
え
し
、
諸
要
求
の
実
現
に
む
け
取
組
み
を
強
化

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１
、
２
０
０
７
人
勧

課
題
と
取
組
み

�

勧
告
前
の
取
組
み

生
活
実
態
を
ふ
ま
え
た
組
合
員
の
切
実
な
声
を
反
映
さ
せ
る

べ
く
、
わ
が
組
合
初
の
特
別
区
人
事
委
員
会
へ
の
要
請
が
二
度

に
わ
た
り
取
組
ま
れ
た
。
①
「
勧
告
」
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、

わ
が
組
合
の
意
見
・
要
望
を
「
聞
く
場
」
を
設
け
る
こ
と
、
②

公
民
比
較
調
査
対
象
企
業
規
模
を
５０
人
か
ら
１
０
０
人
に
改
め

る
こ
と
、
③
高
い
物
価
の
首
都
圏
で
の
生
計
費
、
民
間
給
与
等

を
精
確
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
④
地
域
手
当
を
本
給
組
入
れ
、

な
い
し
本
給
扱
い
と
す
る
こ
と
、
⑤
最
高
号
給
到
達
者
が
多
数

存
在
す
る
級
に
つ
い
て
は
、
実
質
改
善
と
な
る
号
給
を
増
設
す

る
こ
と
等
に
つ
い
て
誠
意
か
つ
責
任
あ
る
対
応
を
求
め
て
き
た
。

一
方
、
区
長
会
に
対
し
て
は
、
本
年
３
月
６
日
以
降
、
４
回

に
わ
た
り
「
給
与
改
定
」
に
関
わ
る
団
交
を
行
っ
て
き
た
。
区

長
会
は
「
技
能
・
業
務
系
職
員
の
給
与
水
準
に
つ
い
て
は
強
い

問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
」
こ
と
を
執
拗
に
強
調
し
て
い
る
が
、

な
か
で
も
５
月
１５
日
に
行
わ
れ
た
「
夏
季
手
当
」
に
関
わ
る
団

交
の
席
上
、
４
月
６
日
に
公
表
さ
れ
た
総
務
省
通
知
を
引
き
合

い
に
「
清
掃
職
員
の
給
与
水
準
は
、
民
間
よ
り
も
指
定
都
市
平

均
で
５
割
程
度
高
い
」「
職
務
・
職
責
を
よ
り
明
確
に
さ
せ
る

た
め
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
」
等
と
発
言
し
、
２
０
０
７
年

度
賃
金
改
定
に
む
け
た
不
当
極
ま
り
な
い
決
意
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
民
間
労
働
者
の
雇
用
形
態
や
労
働
実
態
を
無
視
し
、

現
業
賃
金
切
り
下
げ
の
た
め
に
作
ら
れ
た
政
府
資
料
を
意
図
的

に
利
用
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

�

２
０
０
７
勧
告
の
概
要
と
問
題
点

１０
月
１６
日
、
特
別
区
人
事
委
員
会
は
２
０
０
７
年
度
賃
金
等

に
関
わ
る
勧
告
を
行
っ
た
。
①
給
与
の
公
民
比
較
で
は
民
間
４

３
４
、６
０
０
円
に
対
し
職
員
４
３
４
、５
６
２
円
で
あ
り
、
２３

区
職
員
給
与
は
民
間
に
比
べ
平
均
で
３８
円
（
０
・
０１
％
）
下
回

る
も
の
の
改
定
を
見
送
る
。

②
地
域
手
当
に
つ
い
て
は
、
現
行
１３
％
か
ら
１
・
５
％
引
き
上

げ
１４
・
５
％
と
し
、
同
率
程
度
、
給
与
を
引
き
下
げ
る
。

③
期
末
手
当
に
つ
い
て
は
現
行
４
・
４５
月
か
ら
０
・
０５
月
引
き

上
げ
４
・
５０
月
分
と
す
る
。

④
人
事
制
度
で
は
「
職
員
の
意
欲
と
能
力
を
高
め
、
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
た
め
」
と
し
て
、
評
価
制
度
を

給
与
処
遇
へ
の
反
映
の
み
な
ら
ず
、
任
用
管
理
等
へ
も
活
用
す

る
な
ど
機
能
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

等
と
し
て
い
る
。

以
上
が
勧
告
の
概
要
で
あ
る
が
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ

の
間
、
わ
が
組
合
が
特
別
区
人
事
委
員
会
に
対
し
行
っ
て
き
た

切
実
か
つ
正
当
な
要
請
を
一
定
程
度
は
踏
ま
え
つ
つ
も
、
国
に

追
随
し
た
内
容
で
あ
り
不
満
な
勧
告
で
あ
る
。

特
別
区
人
事
委
員
会
は
勧
告
の
な
か
で
自
ら
の
役
割
に
ふ
れ
、

「
時
代
の
変
化
に
も
的
確
に
対
応
し
て
き
た
」
、「
さ
ら
に
機
能

強
化
と
充
実
に
努
め
、
特
別
区
の
専
門
的
な
人
事
行
政
機
関
と

し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
」
と
自
画
自
賛
し
て
い
る
が
、

そ
の
実
態
は
国
の
指
導
（
干
渉
）
に
追
随
し
た
も
の
と
い
わ
ざ

る
を
え
な
い
。

今
後
、
区
長
会
に
対
し
て
は
、
労
使
交
渉
を
通
じ
、
我
々
の

要
求
に
真
摯
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
勧
告
を
踏
ま
え
た
現
業

職
給
料
表
を
早
急
に
提
示
す
る
こ
と
等
を
強
く
求
め
て
い
く
。

�

「
引
き
続
く
課
題
」
の
解
決
に
む
け
た
取
組
み

身
分
切
替
に
伴
い
最
高
号
給
に
到
達
し
た
組
合
員
の
不
利
益

を
解
消
す
る
た
め
に
、
号
給
の
増
設
お
よ
び
上
位
級
へ
の
格
付

け
等
を
求
め
て
い
く
。

ま
た
、
清
掃
調
整
額
の
代
替
措
置
と
し
て
本
給
に
組
入
れ
た

１
３
０
０
０
円
相
当
額
に
つ
い
て
は
、
最
高
号
給
へ
の
到
達
・

格
付
け
廃
止
等
に
よ
る
「
１
３
０
０
０
円
が
補
償
さ
れ
な
い
実

質
的
な
目
減
り
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
点
が
あ
り
、
退
職
金
算

定
に
あ
た
っ
て
は
「
実
損
回
避
」
に
む
け
具
体
的
な
措
置
を
求

め
て
い
く
。

技
能
�
・
�
の
初
任
給
格
付
け
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、
要

求
実
現
に
む
け
取
組
ん
で
い
く
。

な
お
、
９
月
１９
日
の
団
体
交
渉
で
「
技
能
系
・
業
務
系
人
事

制
度
の
改
正
に
つ
い
て
（
案
）
」
と
し
て
、
技
能
主
任
職
昇
任

選
考
に
関
わ
る
受
験
資
格
基
準
の
変
更
提
案
が
示
さ
れ
た
が
、

「
制
度
欠
陥
」
を
解
消
す
る
だ
け
の
内
容
で
し
か
な
く
、
再
提

案
に
む
け
、
引
き
続
き
取
組
ん
で
い
く
。

２
、
諸
課
題
へ
の

対
応
と
取
組
み

�

２３
区
の
「
統
一
対
応
」
を
求
め
る
取
組
み

事
業
執
行
に
関
わ
る
統
一
対
応
を
求
め
る
取
組
み
は
、
昨
年

３
月
の
都
労
委
提
訴
以
来
、
一
年
半
を
経
過
す
る
事
態
と
な
っ

2
0
0
7
年
度
賃
金
確
定
等
に

勝
利
す
る
た
め
の
闘
争
方
針

２００７年１０月２３日
第１回中央委員会

（
３
め
ん
へ
続
く
）
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支部
地連の総決起で 自らの労働条

て
い
る
。
年
末
年
始
作
業
な
ら
び
に
「
２０
年
度
」
作
業
計
画
へ

の
対
応
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
清
掃
部
長
会
に
対
し
、
真

に
「
実
質
的
か
つ
実
効
性
あ
る
協
議
・
調
整
の
場
」
と
す
べ
く

最
終
的
ま
と
め
を
行
う
よ
う
取
組
み
を
強
化
す
る
。

統
括
技
能
長
・
技
能
長
昇
任
選
考
に
つ
い
て
は
、
こ
の
間
、

区
長
会
に
対
し
、
事
あ
る
ご
と
に
「
統
一
選
考
」
も
し
く
は
「
統

一
選
考
に
準
じ
る
何
ら
か
の
対
応
」
を
求
め
て
き
た
。「
各
区

選
考
」
に
固
執
す
る
限
り
、
区
長
会
自
ら
が
現
業
人
事
制
度
に

矛
盾
を
き
た
し
「
円
滑
な
制
度
運
用
」
が
膠
着
状
態
に
陥
る
こ

と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は
考
え
ら
れ
も
し
な
か

っ
た
事
態
の
打
開
に
向
け
取
組
む
。

「
技
能
長
補
佐
」
の
新
設
、
技
能
主
任
設
置
基
準
の
変
更
に

つ
い
て
は
、
そ
の
実
現
に
む
け
、
引
き
続
き
取
組
む
。

�

清
掃
工
場
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
反
対
す
る
取
組
み

９
月
１８
日
、
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
当
局
は
、

来
年
度
か
ら
「
北
・
墨
田
・
江
戸
川
各
工
場
の
運
転
係
業
務
、

及
び
技
術
係
の
受
付
業
務
等
を
委
託
」
す
る
こ
と
を
提
案
し
て

き
た
。
こ
れ
ま
で
は
「
新
設
工
場
の
人
員
配
置
を
内
部
努
力
に

よ
り
行
う
」
こ
と
が
主
た
る
委
託
理
由
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
、

ま
さ
に
「
委
託
の
た
め
の
委
託
」
と
も
い
う
べ
き
提
案
で
あ
る
。

こ
の
間
、
練
馬
・
有
明
・
大
田
・
杉
並
の
各
工
場
で
一
部
委

託
が
導
入
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
実
態
は
一
組
総
支
部
が
「
偽

装
特
命
随
意
契
約
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
人
員
の
配
置

状
況
、
緊
急
時
へ
の
対
応
等
、
多
く
の
問
題
を
は
ら
む
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

安
全
か
つ
円
滑
な
清
掃
工
場
の
稼
動
に
は
日
々
の
作
業
を
通

じ
て
の
技
術
・
技
能
の
熟
練
度
の
向
上
及
び
そ
の
確
実
な
継
承

が
不
可
欠
で
あ
り
、
新
た
な
委
託
提
案
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、

新
規
採
用
に
よ
る
人
員
配
置
を
求
め
て
い
く
。

３
、
具
体
的
な
取
組
み

（
行
動
計
画
）

２
０
０
７
年
度
賃
金
確
定
闘
争
に
あ
た
っ
て
は
、
わ
が
組
合
の

要
求
を
提
出
し
、
早
急
に
区
長
会
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
さ
せ
る

と
と
も
に
、
要
求
の
実
現
を
求
め
て
い
く
。
専
門
委
員
会
交
渉
を

は
じ
め
区
長
会
と
の
交
渉
は
昨
年
に
も
増
す
厳
し
さ
が
予
測
さ
れ

る
が
、
前
年
度
を
上
回
る
闘
争
体
制
を
構
築
し
、
全
組
合
員
の
総

力
で
闘
い
を
展
開
し
て
い
く
。
同
時
に
、
諸
課
題
に
対
す
る
闘
い

も
全
力
で
取
組
む
。

�

賃
金
確
定
闘
争
勝
利
に
む
け
た
取
組
み

①

区
長
会
提
案
の
内
容
、
問
題
点
、
具
体
的
な
行
動
計
画
等

に
つ
い
て
支
部
書
記
長
会
議
を
開
催
す
る
と
と
も
に
全
職
場

で
意
思
統
一
を
行
う
。

②

昨
年
同
様
、
地
連
を
単
位
と
し
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
区
長

（
役
員
区
長
）
へ
の
要
請
、
当
該
区
で
の
総
決
起
集
会
を
開

催
す
る
。

③

全
支
部
・
地
連
代
表
参
加
に
よ
る
区
政
会
館
で
の
集
会
、

座
込
行
動
等
に
取
組
む
。

④

区
長
会
会
長
区
で
あ
る
江
戸
川
区
に
お
い
て
区
長
会
会
長

要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
総
決
起
集
会
を
開
催
す
る
。

⑤

ス
ト
権
批
准
投
票

諸
行
動
の
展
開
、
精
力
的
な
交
渉
の
積
み
上
げ
に
よ
り
要

求
の
実
現
を
目
指
す
が
、
最
終
局
面
に
お
い
て
は
ス
ト
ラ
イ

キ
を
構
え
組
織
の
総
力
で
区
長
会
に
「
決
断
」
を
迫
っ
て
い

く
。
ス
ト
ラ
イ
キ
の
日
程
等
に
つ
い
て
は
別
途
、
拡
大
闘
争

委
員
会
等
に
提
起
し
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
全
組
合
員

に
よ
る
批
准
投
票
を
１０
月
末
を
目
途
に
行
う
こ
と
と
す
る
。

⑥

ス
テ
ッ
カ
ー
等
の
取
組
み

要
求
実
現
に
む
け
、
全
職
場
で
の
ス
テ
ッ
カ
ー
貼
付
等
に

取
組
む
。

⑦

全
組
合
員
お
よ
び
家
族
署
名

家
族
を
含
め
た
署
名
に
取
組
む
。
集
約
し
た
署
名
は
各
ブ

ロ
ッ
ク
幹
事
区
長
な
ら
び
に
特
別
区
長
会
会
長
へ
の
要
請
行

動
実
施
時
に
手
交
す
る
。

⑧

そ
の
他

不
当
な
提
案
を
は
ね
の
け
、
要
求
を
実
現
す
る
た
め
に
、

上
記
の
取
組
み
を
全
力
で
行
う
と
と
も
に
、
職
場
・
支
部
（
総

支
部
）
・
地
連
・
本
部
を
通
じ
創
意
工
夫
に
よ
る
取
組
み
を

行
う
。

�

諸
課
題
へ
の
取
組
み

諸
課
題
に
関
わ
る
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、
提

起
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
基
本
的
に
は
賃
金
確
定
闘
争
勝
利
に

む
け
た
諸
行
動
と
の
有
機
的
な
結
合
を
は
か
り
、
取
組
み
の
前

進
を
期
す
こ
と
と
す
る
。
と
り
わ
け
、
清
掃
工
場
の
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
反
対
に
む
け
た
闘
い
に
お
い
て
は
、
上
記
（
１
）
の

取
組
み
と
同
時
並
行
で
取
組
む
こ
と
と
す
る
。

４
、
今
後
の
主
な
予
定

（
１０
月
・
１１
月
）

「
２
０
０
７
年
１０
・
１１
月
確
定
闘
争
行
動
予
定
表
」
を
参
照

（
一
面
に
掲
載
）

（
２
め
ん
よ
り
）

写
真
説
明

２
Ｐ
右
下
と
３
Ｐ
左
上：

第
５
回
団

体
交
渉

３
Ｐ
下：

昨
年
の
区
政
会
館
総
決
起

集
会
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